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新栄町沢川通常砂防事業に係る工作物撤去等 

 
【事業概要】 

 
北海道新栄町沢川通常砂防事業に伴い、老人福祉センター周辺の工作物（トイレ、

水飲場、排水設備、灯籠、ベンチ、外灯等）の撤去及び立木の伐採 
 

（事業費：１，００９千円） 
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旧中村家住宅及び旧檜山爾志郡役所改築整備時における補助金内訳及び計画から完

成までの工程表 

 

【旧中村家住宅】 

 

★住宅の概要と建物調査工事等の経過 

旧中村家は江差の全盛期とも言われる明治初期、下町のメインストリートに面し

て、近江の呉服商大橋宇兵衛が建てたものである。中村家の初代米吉は、大橋宇兵衛

と同郷で、この大橋江差支店の支配人をしており、大正四年に大橋家から敷地・建物

を譲り受けた。昭和 46 年 12 月 28 日、国指定重要文化財に指定される。そして昭和

49 年、建物は江差町に寄付され、江差町は一般公開をしてきたが、破損の度が加わ

ってきたので、昭和 55 年から保存修理工事に着手した。 

・昭和 45 年 

北海道教育庁が道内建造物緊急保存調査を実施 

・昭和 46 年 12 月 

国の重要文化財に指定 

・昭和 54 年 7 月 

基本設計を財団法人文化財建造物保存技術協会に依頼 

・昭和 55 年 6 月 

本工事入札・契約 

・昭和 56 年 4 月 

本工事・付帯工事入札・契約 

・昭和 56 年 12 月 

竣工引渡し 

 

★工事概要 

1. 工 事 名  旧中村家住宅保存修理整備工事 

2. 工 事 期 間  昭和 55 年 6 月 30 日～昭和 56 年 12 月 17 日 

3.  総 事 業 費  ・昭和 54 年度     ８０，０００千円 

         ・昭和 55 年度     ６５，２００千円 

         ・昭和 56 年度     ８８，２８０千円 

          合    計     １６１，４８０千円 

 

★補助金関係 

・昭和 54 年度   国庫補助金    ４０，０００千円 

          北海道補助金   ２０，０００千円 

          町負担金     ２０，０００千円 

・昭和 55 年度   国庫補助金    ３２，６００千円 

          北海道補助金   １６，３００千円 

          町負担金     １６，３００千円 

・昭和 56 年度   国庫補助金    ４４，１４０千円 

          北海道補助金   ２２，０００千円 

          町負担金     ２２，１４０千円 

合    計     １６１，４８０千円 
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旧中村家住宅及び旧檜山爾志郡役所改築整備時における補助金内訳及び計画から完

成までの工程表 

 

【旧檜山爾志郡役所】 

 

★庁舎の概要と建物調査等の経過 

  旧檜山郡役所庁舎は檜山・爾志両郡の郡役所で、明治 20 年（1887）に創建された

北海道内に唯一現存する郡役所の遺構として、平成 4 年 3 月 31 日北海道有形文化

財(北海道教育委員会告示第 31 号)に指定される。 

江差町における明治時代の洋風建築物として貴重な歴史的文化遺産であり、後世

に伝えるための全面修復すべく、保護・保存整備に向けた各種調査を実施。 

・昭和 55 年 7 月 

北海道大学工学部建築学科 越野 武教授の指導による建物調査 

・平成 4 年 10 月 

旧檜山爾志郡役所建物調査団(越野 武団長)による基本調査 

・平成 5 年 12 月 

旧檜山爾志郡役所建物調査団(越野 武団長)による実測調査 

・平成 6 年 10 月 

旧檜山爾志郡役所庁舎保存整備事業推進委員会の設置 

・平成 7 年 9 月 

旧檜山爾志郡役所庁舎保存整備事業に伴う実施設計業務委託 

・平成 8 年 7 月 

北海道市町村振興補助金、及び地域総合整備事業債導入による修復工事 

 

★工事概要 

1. 工 事 名   旧檜山爾志郡役所庁舎保存整備工事 

2. 工 事 期 間   平成 8 年 7 月 1 日～平成 10 年 3 月 10 日 

3. 事 業 費               ４４２，５４８千円 

内訳 

・建 築 工 事      ２４７，２００千円 

・電 気 設 備 工 事       １３，９０５千円 

・暖房・換気設備工事      １３，８９５千円 

・資 料 展 示 工 事       ４５，６７５千円 

・古文書収蔵庫新築工事     ６９，５１０千円 

・設計及び工事監理業務    ４７，１３５千円 

・監視カメラ設置工事他     ３，６６８千円 

・一般備品関係           １，５６０千円 

 

★補助金関係 

・平成 8 年   １５５，７００千円 →「地域総合整備事業債」（起債） 

・平成 9 年   ２０９，１００千円 →「地域総合整備事業債」（起債） 

・平成 8～9 年  ６２，７００千円 →「北海道市町村振興補助金」

6



北海道教育庁文化財・博物館課における横山家の調査経過 

 

１．平成 26 年 10 月 31 日～11 月 1 日 

  横山家主屋の耐震予備診断調査を実施。実施者は「北海道文化遺産活用活性化実

行委員会」で事務局は北海道文化財保護協会。 

診断結果は、「軸部構造に関わる事項において、道路側壁面が開口部で構成されて

いるため有効な壁が少ないこと等から「耐震性能に問題がある可能性が高い」と確

認された。また、柱と土台の一体性の確保について、築後の経年劣化を踏まえ土台

部分の腐朽が気になるとの報告を受けた。 

 

２．平成 26 年 12 月 12 日 

北海道教育庁文化財・博物館課Ａ氏が来庁。 

横山家の毀損は特に「三番蔵」「四番蔵」「ハネダシ」において進行しており、具

体的な修繕を施す必要があるとの報告を受けた。 

 

３．平成 27 年 3 月 27 日 

北海道教育庁文化財・博物館課Ａ氏が来庁。建物調査を実施。 

横山氏立会いの下、「三番蔵」「四番蔵」の基礎構造を確認。（簡易的調査）「三番

蔵」中柱、壁面柱、「四番蔵」中柱を調査。 

 

４．平成 28 年 3 月 14 日 

北海道文化財保護審議会Ｂ氏、北海道教育庁文化財・博物館課Ａ氏、Ｃ氏が来庁。 

調査の主眼は、毀損が著しい建物構造の確認。「三番蔵」「四番蔵」「ハネダシ」

の毀損状態を確認し、その原因と修復手段について意見交換。 

毀損状態について以下の点を再確認。 

①「三番蔵」「四番蔵」「ハネダシ」とも建物中央部の柱部分において、地下から水

が上がっている。 

②「三番蔵」は、外壁下部において毀損が進行している。 

③「三番蔵」は、床面が山状に湾曲している。 

④「ハネダシ」は、全体的に毀損が進行している。 
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当主横山敬三氏からの整備要請の内容 

 

・要望月日  平成２８年１２月１６日 

平成２９年 ８月 １日 

・要 望 者  横山家当主 横山 敬三氏 

・要望内容 

(1)横山家の北海道指定から国指定に向けた評価替え 

 (2)横山家維持管理に対する町教委としての支援のあり方についての検討 

 (3)「ハネダシ建築」「元の海岸線風景」を説明するための案内説明版の設置 

 ※２回の要望とも内容は同じ。 
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